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和温療法（waon therapy）の名をご存知でも、
実際にご覧になられ、また体験された先生方は
それほど多くないのではないかと思われます。
一見高温多湿のサウナに見えるこの機械（図１）

ですが、設定温度60
度、湿度20％の乾式
低温サウナです。「心
身を和ませる温度で
全身を15分均等加温
室で保温し、深部体
温を1－2度上昇させ
たのち、さらに30分
間の安静保温で和温
効果を持続させ、終
了時に発汗に見合う
水分を補給する治療
法」と定義されます。

慢性心不全をはじめ、閉塞性動脈硬化症などの
治療に効果が得られています。日本循環器学会
２０１０年度慢性心不全ガイドラインにおいて、
和温療法はclass I（エビデンスから通常適応さ
れ、常に容認される）で推奨されています。当
院でも２０１２年末に設置され、現在５例の慢
性心不全患者様に治療中です。これまでに血管
拡張による心負荷の軽減、血管新生による末梢
循環の改善、精神的なリラックス効果、血管内
皮機能改善と抗酸化作用、アポトーシスの抑制、
酸化ストレスの改善等様々なメカニズムが関与
していることが明らかとなっています。

臨床データでは和温療法によりBNPや内皮依
存性血管拡張反応の改善が得られています（図

２は鹿児島大学より御提供いただいた資料）。私
自身が和温療法を体験した感想ですが、じんわ
りと汗をかいた後に冷たい水をぐいっと飲む爽
快感からは、およそ治療という感じがしません
でした。この治療は前鹿児島大学循環器・呼吸
器・代謝内科学教授、現当大学特任教授である
鄭忠和先生により開発された日本発祥の治療法
です。重症心不全の患者様が「死ぬ前に一度風
呂に入りたい」との願いをかなえるため、いか
に心臓に負担無く入浴をさせるか研究され、そ
の結果慢性心不全治療法として効果があること
が分かり、現在のように簡易型に設置できるま
で改良されてきたものです。医療面では、高度
先進医療の適応ではありますが、保険適応には
なっておりません。現在保険適応をめざして他
大学と協力し、臨床治験を中心に行っておりま
す。今後慢性心不全に対する治療法としてより
多くの患者様に対応できるよう努力していきた
いと思っております。

－和温療法について－ （循環器・腎臓内科　山口すおみ）
（心臓・血管内科　豊田　　茂）

（図２）

（図１）
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今回は、心臓・血管外科の一翼をになう血管
外科部門について説明させていただきます。当
科では以前より人工心肺を使用した大血管手術
はもとより、ステントグラフトを使用した胸部、
腹部大動脈瘤に対する手術治療（本年は胸部、
腹部大動脈瘤に対する治療を胸部大動脈瘤52例

（ステントグラフト28例）、腹部大動脈瘤85例
（ステントグラフト60例））、および末梢血管治療
を行ってきておりましたが、2012年5月より、心
臓・血管外科の血管外科部門専任として、獨協
医科大学に松下、獨協医科大学日光医療センタ
ーに緒方が赴任いたしました。本年度は特に膝
下の下腿血管病変に対する外科治療（バイパス
術）、透析患者のブラッドアクセス困難例に対す
る血管内、外科的治療、静脈瘤の治療にも力を
入れ、末梢血管疾患119例（昨年83例）、その他
59例（昨年32例）の手術を行いました。

<動脈疾患>
下肢動脈に関しては、深大腿動脈形成術（血

栓内膜除去術）、下腿動脈３分枝部の形成、バイ
パス術、また前脛骨動脈、後脛骨動脈、腓骨動
脈末梢、足背動脈までのバイパス術を施行しま
した。そして、心臓・血管内科、循環器内科、
また形成外科、内分泌代謝内科フットケア部門
とも連携を取り、血管内治療とのハイブリッド
治療、足部潰瘍に対する血流評価、VAC療法

（持続陰圧吸引療法）なども行っています。
その他、胸郭出口症候群に対する治療、悪性

腫瘍手術時の血管合併切除、頚動脈、下腿動脈
外傷の修復術も施行しました。今後は、本邦で
はほとんど行われていない動脈閉塞症に対する
remote endarterectomy（非直視下血栓内膜除去
術）なども行っていく予定です。

＜静脈疾患＞
下肢静脈瘤は70歳以上では多かれ少なかれ

70%以上の有病率がありますが、長期間にわた
る経過であることが多く、受診率が低いのが現
状です。ラジオ放送や講演会などで啓蒙活動を

行い、受診時には単純3D-CTで表在静脈の可視
化をし、エコー検査を行って疾患の理解のもと
に治療をしています。日帰り手術や短期入院に
努め、大伏在静脈ストリッピング手術（神経損
傷を防ぐためにInvisiGrip や静脈内翻式ストリッ
パーを使用）、瘤切除術（小穿刺孔よりの静脈フ
ックを使用した摘出術）、フォーミング硬化療法
を積極的に行いました。また６月からはレーザ
ーによる大伏在静脈焼灼術も取り入れる予定と
なっています。

その他、深部静脈血栓症に対する膝窩静脈か
らのカテーテルを使用した急性期血栓溶解療法
にも対応する準備ができています。

＜ブラッドアクセス＞
透析導入のためのブラッドアクセス作成術は

もちろんのこと、静脈狭窄に対する炭酸ガス造
影や超音波ガイド下血管形成術（PTA）、シャ
ント静脈瘤切除を施行。またシャント形成術は
静脈路閉塞に対するバイパス血管移植術などを
トラブル発生前より積極的に行い、良好な成績
を得ています。特にシャント過血流（high flow）
による静脈高血圧、そして心不全、脳血流の盗
血症候群などに対しては、シャント血流の低減
手術（flow reduction）も積極的に行ないシャン
ト機能の維持に努めています。 またアクセス困
難例に対して上腕動脈や鎖骨下動静脈からの穿
刺用人工血管留置術、動脈—動脈シャント、パ
ーマネントカテ留置術などの治療を行いました。 

近年の高齢化、食生活の変化、また糖尿病、
腎不全患者の増加に伴い動脈硬化性疾患は大幅
に増加しています。末梢血管疾患患者の約３－
４割に脳血管、心血管疾患を合併し、また逆も
然りで今後も増々症例が増加することが考えら
れます。獨協医科大学本院、そして獨協医科大
学日光医療センターともタイアップして、今後
とも心臓疾患同様、血管疾患の治療も積極的に
行っていきたいと考えています。

当院での血管外科の実績と今後の展開 （心臓・血管外科　松下　恭）
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獨協医科大学病院　ハートセンターからのお知らせ
１．各種問い合わせおよび相談
　　連携医の先生方からの循環器疾患に関するお問い合わせ、患者さんの診察依頼、入院依頼などは
　下記にご連絡下さい。夜間、休日は心臓・血管内科、循環器・腎臓内科、心臓・血管外科それぞれ
　の当直医が担当させて頂きます。

２．ハートセンター外来担当表 （外来棟１Ｆの赤色ブースに集約されています）
心
臓・血
管
内
科

心臓・血管内科　：Te l  0282-87-2146　 Fax  0282-86-5633
　　　　　　　　　E-mail　1nai@dokkyomed.ac.jp
循環器・腎臓内科：Te l  0282-87-2149　 Fax  0282-86-1596
　　　　　　　　　E-mail　junnai@dokkyomed.ac.jp
心臓・血管外科　：Te l  0282-87-2301　 Fax  0282-86-6390
　　　　　　　　　E-mail　cvs@dokkyomed.ac.jp

心臓・血管内科　：0282-87-2191
循環器・腎臓内科：0282-87-2195
心臓・血管外科　：0282-87-2206

月
阿部教授
菊地准教授
西　医員
北川医員

（虚血性外来）
阿部教授

午前

午後

　緊急の場合は上記以外でも診察させて頂きます。それぞれの外来へ直接電話してお問い合わせ下さい。

　今後とも先生方との連絡を密にしながら診療に取り組む所存ですのでよろしくお願いいたします。

火
井上教授
豊田准教授
有川講師
那須野医員
荻野医員

(心不全外来)
有川講師

（不整脈外来）
上嶋講師

水
阿部教授

鈴木講師(隔週)
天野講師

景山医員(午後)
正和医員

(睡眠医療センター）
有川講師

（肺血栓外来）
天野講師

木
田口准教授
菊地准教授
豊田准教授
上嶋講師
戸倉医員

（心不全外来）
豊田准教授
(pacemaker）
上嶋講師
北川医員

金
田口准教授
大谷医員
伊波医員
西田医員

(睡眠医療センター）
有川講師

(虚血性外来）
田口准教授

土
西山医員

循
環
器・腎
臓
内
科

月
堀中教授
長田准教授
八木准教授
福嶋医員

午前
火

小林准教授
本多講師
里中講師
柴田医員

水
堀中教授
小林准教授
石村講師
松橋医員

木
石光教授
八木准教授
本多講師
小口医員

（高血圧外来）
長田准教授(1,5週)
里中講師(2～4週)
（腹膜透析外来）
中野医員
(pacemaker)
轟　医員(1,3,5週)
松橋医員(1,3,5週)

金
石村講師
轟　医員
中野医員
武島医員

（再生医療外来）
小林准教授

(pacemaker)
松橋医員(2,4,週)
鈴木医員(2,4,週)

土
石光教授

交代制

心
臓・血
管
外
科

月
堀　医員

緒方講師(午後)
堀　医員

心臓外来

血管外来

火
柴崎講師

柴崎講師

水
福田教授
山田准教授
堀　医員
福田教授
山田准教授
松下講師

木
権　講師

権　講師

金
桒田医員

桒田医員

土
交代制

交代制

編集後記編集後記編集後記
　年度が改まり新人の入局、人事異動などもあり何かと希望に胸膨らみウキウキする季節がやってまいりま
したが、今年は桜の開花が早すぎ大学入学式前には葉桜になるという異常気象が多い今日この頃でもありま
す。ハートセンターも3年目になりゆっくりではありますが、進化を続けております。今回のニュースでは
新たに始まった北関東初の心不全に対する和温療法と、栃木・北関東には専門医の少ない血管外科領域の治
療についてご紹介させて頂きました。冠動脈疾患を含めた心疾患の診断に威力を発揮する320例ＣＴも導入
されそのご紹介も考えておりましたが、原稿が間に合わず次回に乞うご期待ということでお許し頂きたいと
思います。　

（H.F.）
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